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診療行為に関連した死亡の調査分析モデル事業について 
（ご説明・同意書） 

 
 このたび患者様には、不幸な転帰をむかえられたことを心よりお悔やみ申し

上げます。 
 当院といたしましても、患者様の正確な死因について調査し、ご遺族にご説

明させていただきたいと考えており、「診療行為に関連した死亡の調査分析モデ

ル事業」のご紹介をさせていただくことといたしました。 
このモデル事業は解剖所見に基づいた正確な死因の究明と、診療内容に関す

る専門的な調査分析に基づき、診療行為と死亡との因果関係の評価を行うもの

であり、医療の透明性の確保と医療安全の向上を目的とし、厚生労働省の補助

事業として関係学会の協力のもと、(社)日本内科学会が実施するものです。 
 このモデル事業では、患者様のご遺族に同意をいただいた上で、当院からモ

デル事業実施機関に対し、ご遺体の解剖と専門医による臨床面の調査を依頼い

たします。 
  
【事業の流れ】 
① このモデル事業の流れや患者様に関する情報の取扱などについて、当院より

ご説明いたします。 
② これらの説明に対しご理解いただければ、ご遺族から書面による同意をいた

だきます。 
③ ご遺族の同意書を添付し、当院からモデル事業の調査受付窓口に調査申請書

を提出いたします。 
④ 調査受付窓口において、調査申請書に基づき、モデル事業の対象として受諾

するかどうか判定されます。 
⑤ モデル事業の対象となった場合には、ご遺体の解剖の準備と、患者様の診療

録、X 線フィルム等必要な資料のコピーを調査受付窓口（モデル事業担当者）

に提出いたします。また必要に応じ、モデル事業担当者により、関係者に対

する聞き取り調査が実施されます。 
⑥ 解剖は、モデル事業の解剖担当医（法医、病理医）とモデル事業の関係診療

科担当医（臨床立会医）等の立ち会いの下で行われます。解剖では、ご遺体

のいろいろな臓器（心臓・肺・肝・腎・脳など）や胃内容物、血液、尿など

について観察、検査するとともに、一部は検査のために保存されます。（解
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